
平成２５年度 技術・家庭科（技術分野）【１年】年間指導計画

指導の重点

ものづくりの実習を通して、ものづくりの基礎的な知識と技術を習得し、それらを生活に活用する力と態度を育てる

評価の観点及び規準

月 指導計画 指導内容 評価方法

生活や技術への 生活を工夫し 生活の技能 生活や技術につ

関心･意欲･態度 創造する能力 いての知識･理解

４ ガイ １技術を見つけよう ・生活の中で技術の果たし ・授業に必要な

ダン ２技術と私たちの役割 ている役割を考える 物をきちんと揃

ス ３技術分野の学習 えている

授業観察

５ 立体の表し方と設計 ・ｷｬﾋ゙ﾈｯﾄ図の特徴･書き方 ・毎回の授業の ・ワークシート ・キャビネット ・製作品の設計

・ｷｬﾋ゙ﾈｯﾄ図 ・等角図の特徴･書き方 記録や感想をき やノートをきち 図・等角図・正 に必要な手順や 持ち物

６ ・等角図 ・第三角法による正投影図 ちんとまとめ、 んと整理してい 投影図を正確に 作図に関する知

Ａ ・第三角法による の特徴･書き方 管理している る 作図することが 識を身につけて 作図

材 正投影図 ・方眼紙･斜眼紙を使った できる いる

料 作図練習 ノート

と

７ 加 製品の設計 ・製品の機能と構造 ・身の回りにあ ・自らが構想し ・つくりたい製 ・身近な製品の ワークシート

工 ・製品に適した材料 ・木材の組織と特徴の理解 る様々な製品に ものの形を図で 品を図に表すこ 材料の特徴を理

９ に 選び ・木材の性質の理解 関心をもち、機 表すために工夫 とができる 解している 作業観察

関 ・木材の特徴 能や構造、また している

す ・木材の性質 材質の特徴を調 実習・作品

る べようとしてい

10技 製品の製作 ・木取り図の見方の理解 る ・工具の用途や ・工具の安全で ・使用工具の使 定期考査

術 ・さしがねの使い方 安全な使用法を 正しい使い方を い方ををきちん

11 ・材料取り ・両刃のこぎりの使い方 ・安全な作業を 理解し、実践し 習得し、 と理解している

・けがき 心がけ実践して ている 実践している

・のこぎり引き ・平かんなの使い方 いる ・作業工程を理

・木工やすり･ドレッサー ・作品に個人の ・材料取り･部 解している

12 ・部品加工 の使い方 ・積極的に製作 工夫やアイディ 品加工を正確に

・かんながけ ・曲面加工 実習に取り組ん アが生かされい できる ・工具の名称や

・やすりがけ でいる る 使用方法を理解

・けがき図の見方の理解 ・部品加工･組 している

１ ・組み立て ・四目切りの使い方 み立て・仕上げ

・組立てのけがき ・げんのうの使い方 を正確 ・製作品に適し

・下穴あけ にできる た加工工程と加

・釘打ち 工技術に関する

・塗装のはたらき ・工程通りに作 知識を身につけ

２ ・塗装 ・ニスの塗り方 業をすすめ、機 ている

能的な作品をつ

くることができ ・木材の有効利

３ 木材の有効利用 ・森林の役割 る 用について理解

・環境と資源との関係 している

Ｃ

生 わたしたちの生活と 実習(製作と平行して行う)・技術が人間の ・成長の変化 ・計画に基づ ・光･大気･温度･

物 生物育成 生活を向上さ をとらえ，育成 き，適切な資材 水土､他の生物な

育 作物の栽培 せ，我が国にお する生物に応じ や用具を用い どのいろいろな

成 ける産業の継承 て適切に対応を て，合理的な管 環境要因が生物

に と発展に影響を 工夫している。 理作業ができ の成長に与える

関 与えていること る。 影響についての

す に気付き，技術 知識を身に付け

る が果たしている ている。

技 役割について関

術 心を示してい

る。


